






















⑴　Princeton Univ. Press, 2006, Princeton NJ，村井章子訳『コンテナ物語』日経BP，2007
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人（Non-vessel Operating Common Carrier；以下，NVO または NVOCC と
いう）や混載サービス会社などの手を経て，一括的に扱われるためもあり，ま
































Cargo and port Consolidated System；Nippon Automated Cargo Clearance 
System から改称）を窓口として推進されている⑷（アメリカの場合は，ACE
＝The Automated Commercial Environment が専ら通関手続きを担当し，官







⑷　アメリカの場合は，ACE＝The Automated Commercial Environment が専ら通関手続きを担当
し，官庁間のシングル・ウィンドウの機能は，ITDS＝International Trade Data System が担って
いる点で日本とやや異なる。
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り，テロリズムを防止するため，国土安全保障省（Department of Homeland 
Security；DHS）を設け，その傘下に関税・国境警備局（Bureau of Customs 
and Border Protection；CBP）を発足させ，2002年３月に CSI（Container 








































52 早稲田商学第 431 号
　このように，従来の積荷情報より詳細にわたる。後述の「基準の枠組み」第


















よび説明責任法（The Security and Accountability for Every Port Act of 











































54 早稲田商学第 431 号
貿易の簡素化でこれに対処しようとするものである⒁。






































までに速やかに提出することが，Header Information としての B/L 番号およ
び実運送人の船荷証券（FCL貨物）ないしNVOのハウスB/L情報（LCL貨物）
を輸出者側から輸入者に提供し，輸入者が当局に提出することになろう。






B/L 番号を読み替えてAMSにファイル送信する。この結果，House B/L 番号
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しかし，この場合には，Master B/L と House B/L の間で貨物情報の重複が生
じる。そこで，AMS上では重複情報の対応を「Match Found」で処理し，以後，





































58 早稲田商学第 431 号
B/L 番号を介して既に提出されている「24時間前ルール」に基づく通告デー





































































の種類を問わない運送賃率（Freight All Kinds＝FAKの box rate）が主とし
て適用されるだろう。これに，実運送人はMaster B/L 情報のAMSへの通告
経費（AMS Filing Charges）を B/L 一件毎に上乗せする。
　因みに，2009年９月にロッテルダムで署名のために採択されたいわゆるRot-
terdam Rules（UN Convention on Contracts for the International Carriage of 
























































































































国際標準化，⑵整合性のとれた risk management approach，⑶輸出国における非破壊検知機器を






































































































































































































































































































World Customs Council, WCO Data Model ̶ cross-border transactions on the fast track, WCO (Brus-
sels, Belgium), 2009
ECE/UN/CEFACT, Recommendation and Guidelines on Establishing a Single Window, Recommen-
dation No.33, United Nations (Geneva, Swiss), 2005
　本稿の基になったのは，財団法人貿易奨励会第９回（2009年度）貿易研究会編『新時代の貿易取引
を考える会（第５回）研究報告書』財団法人貿易奨励会（2010年）に寄稿した拙稿「貿易取引のセキュ
リティの確保と課題」である。しかし，内容面では，日本の「船積み24時間前ルール」の導入論など
を踏まえ，大幅に加筆，補正を加えて新たにしたものであることをご理解願いたい。
　また，本稿は産業経営研究所の2009－10年度部会研究（2009－8）「貿易取引のセキュリティ・シス
テムの研究」の成果の一部をなすものでもある。 （2012年１月31日脱稿）
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付表　データ項目（比較）
貨物証券番号
・米国向け出航直前の外国寄
航港
・船舶貨物管理番号
（Carrier SCAC）
・船社指定の運行番号
・最初の米国港入港日
・米国港での積み下ろし日
・数量
・数量単位
・海外で最初に荷受けが行わ
れた場所
・貨物の内容
（内容物／HTS-6）
・貨物の重量
・荷主名
・荷主住所
・荷受人の名前
・荷受人の住所
・船舶名
・船舶の国籍
・船舶番号
・海外の船積み港
・有害物番号
（Hazmat Code）
・コンテナ番号
・シール番号
・外国港出航日
・外国港出航時刻
・予約した団体の名前／住所
・積下しを行う外国港－コード
・配送の場所－コード
・出荷先の名前／住所
・貨物のHTS番号－６桁
・販売者（所有者）の名前／住所
・購入者（所有者）名前／住所
・記録上の輸入業者番号
・荷受人番号
貨物マニフェスト
（24時間ルール）のデータ
・積み付け計画書
・コンテナステータスメッ
セージデータ（CSM）
船社10＋2申告データ
輸入者10＋2データ
輸入通関申告データ項目
FROB，IE，TE
10＋2申告データ
・申告番号＆タイプ
・申告した地域＆申告した港
・申告コード　・製造者ID
・輸入者記録　・最終荷受人
・ボンド会社番号
・バンドタイプ
・申告日時　・納税申告日時
・輸入船社　・船舶名
・BL番号
・原産国
・輸出国
・HSUSA番号（10桁）
・重量　・個数　・関税額
・外国の船積み港
・到着予定日
・通関評価額
船積み24時間前までに申告
必須
・製造者（サプライヤー）の
名前／住所
・送り先の名前／住所
・原産国
・貨物のHTS番号－上６桁
船積24時間前の提出必須。
ただし米国到着24時間前ま
では修正可
・コンテナ詰めの場所
・混載業者の名前／住所
米国到着24時間前までにで
きるだけ早く提出
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